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令和７年度事業報告 

 

Ⅰ 総 括 

 

１ 概 況 

はじめに、社会福祉法人稚内木馬館は、人間としての尊厳と地域社会との

連帯を理念とし、市民と利用者の期待に応えるべく地域に根ざした社会福祉

事業の担い手として、サービスの質の向上及び健全かつ活力ある経営に努め

るとともに事業経営の透明性を追求した運営に取り組んでまいりました。 

近年の少子高齢化や人口減少社会の影響に伴い、大きく社会構造が変化す

るなど社会全体が大きく動いているなか、人手不足の深刻化や光熱水費並び

に食料費をはじめとした物価の大幅な高騰が続いていることも経営に与える

影響が拡大している状況ともなっております。 

前年度の就労支援事業所稚内第一木馬館の事業休止に始まり、本年度も各

事業所においては離職が相次ぐなど業務に従事する職員不足や利用者の高齢

化や重症化に伴い医療機関での治療が必要となる利用者が増加するなどによ

り利用料収入（報酬等）が大幅に減少し、本年度の法人収支に大きな影響を及

ぼす結果となってしまいました。 

  （１）法人運営体制 

令和７年６月、評議員、理事、監事、評議員選定委員の任期満了に伴う改

選により次期役員等の体制が決定し、理事長が重任となり定数は充足して

おります。 

理事会体制は、引き続き理事長に石原幸一氏、副理事長には伊藤洋悦氏、

常務理事には松谷幸浩氏が選任されました。 

法人運営に係る役員会等については、評議員会議３回、理事会議７回を

開催しています。 

監事監査は決算監査１回、定期監査４回を実施しています。 

  （２）収支状況 

法人収支は、利用料収入が大幅に減少したため資金収支及び事業活動収

支ともにマイナスとなったところです。 

資金収支計算書における当期収支差額は 28,317,066 円のマイナスで、こ

れによる当期末支払資金残高は 43,870,835 円となりました。 

事業活動収支計算書における当期活動増減差額は47,892,350円のマイナ

スで、これによる次期繰越活動増減差額は 33,038,881 円となっています。 

  （３）寄附の状況 

次の皆様方から現金５件、物品１０件ご寄附を賜りました。多くのご支援

は、より一層のサービスの向上につながるよう活用させて頂きます。 
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① 杉澤 大樹 様             (現金）      100,000円 

② 早坂 勝徳 様             (現金）       30,000円 

③ はまなす町内会女性部 高橋様      (現金）       10,000円 

④ 磯部 拓也 様             (現金）      100,000円 

⑤ 匿名希望者 様             (現金）     1,200,000円 

⑥ 宗谷漁業協同組合 様               貝付ホタテ 175 ㎏ 

⑦ 北海道コカコーラボトリング＆ベンディング 様   清涼飲料水 198 本 

⑧ ユアーズ調剤薬局 橋本 健司 様             OS-１飲料水  24 本 

⑨ ユアーズ調剤薬局 橋本 健司 様           各種果物  47 個 

⑩ ユアーズ調剤薬局 橋本 健司 様       ティッシュペーパー 50個 

⑪ ユアーズ調剤薬局 橋本 健司 様       クリスマスケーキ  50 個 

⑫ ユアーズ調剤薬局 橋本 健司 様        豆まき用お菓子等 各種 

⑬ ユアーズ調剤薬局 橋本 健司 様           ユンケル等 20本 

⑭ ㈲斎藤海事       ティッシュ・トイレットペーパーペーパー 50袋 

⑮ 稚内美容協会 様                  飲料水(525ml)  24本 

 

２ 重点取り組み事項 

令和７年度の重点取り組み事項等の状況は次のとおりです。 

  （１）人材の確保、育成、定着化の推進 

①人材確保の強化 

      ・全国的に人材不足が叫ばれている中、地域における介護等福祉事

業従事者不足は益々深刻化し、職員一人ひとりに係る負荷が増大し

ておりますが、安定的に質の高いサービスの提供を目指し取組んで

きました。当法人でも年度中に 17 名（正職員５名、パート等 12 名）

が離職、新たに 11 名の職員を確保いたしましたが、介護福祉士・サ

ービス管理責任者等の有資格者の補充が厳しく苦慮したところです。 

      ・人材募集にあたっては、これまでのハローワーク・新聞広告に加

え、職員紹介制度（２名）・就職祝金制度（８名）を創設する等によ

り一定の効果は得られていますが、人員の確保は引き続き厳しい状

況にあります。 

②人材の育成 

       各事業に必要な有資格者を育成するために、本年度も積極的に専

門研修の受講を推し進めたところです。 

      ・災害応急対策訓練、防災講話         ３人 (１日間) 

      ・ストレスマネジメント研修会         １人 (１日間) 

      ・メンタルヘルス講習会            ２人 （ｵﾝﾗｲﾝ） 

          ・接遇講習会                 ２人 （ｵﾝﾗｲﾝ） 

・感染症予防研修会              １人 (２日間) 

・共済会業務説明、社会福祉法人会計説明会   １人 （ｵﾝﾗｲﾝ） 

・介護入門研修                １人 (２日間) 

      ・認知症介護基礎研修             １人 （ｵﾝﾗｲﾝ） 
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・介護福祉士資格取得助成           １人 

・介護初任者研修参加助成            １人 

・認知症介護基礎研修参加助成         ２人 

・食品衛生協会講習受講料助成         ２人 

③人材の定着 

・処遇改善加算制度の見直しに伴い賃金の大幅な引き上げを実施し

たところであるほか、独自での育児休暇を新設し「やりがい」「働き

やすさ」を備えた働きがいの持てる職場づくりを目指したほか、離

職防止の一助となるよう努めました。 

   （２）サービスの質の向上 

１）ニーズに沿ったサービス提供の徹底 

  利用者個々の健康状態・日常行動を的確に捉え、個々のニーズに沿っ

た個別支援（介護）計画を作成するとともに、利用者の情報を職員間で

共有しあいサービス提供に努めました。 

２）事業所内勉強会の開催 

 利用者の食事や日常活動等について研究・検討するため、定期的に勉

強会を開催しました。 

３）委員会活動の取り組みの徹底 

 報酬等において、虐待防止、感染症の予防及びまん延の防止、身体拘

束の適正化や業務継続計画（ＢＣＰ）の策定などが義務付けられている

ほか、「委員会の定期的な開催」「年１回以上の研修並びに訓練」につい

て必要な対策を実践しました。 

① 給食委員会                   

・委員会    ５回開催 

② 虐待防止・身体拘束等委員会 

 ・委員会    ４回開催  

・虐待研修会  ２回開催 ・身体拘束研修会  ２回開催 

③ 感染症対策委員会  

・委員会    ４回開催 

・研修会    ４回開催 ・訓 練  ４回開催（ＢＣＰを含む） 

④ 非常災害対策委員会  

・委員会   １回開催  

・研修会、訓練  〔事業所毎 ２回以上 （ＢＣＰを含む）〕 

４）利用者の安全と快適な環境の確保 

① 利用空間の安全点検と美化（随時） 

② 消防用設備等点検整備の実施 

・全事業所２回実施 （６月～12 月の間） 

③ 防災（避難）訓練の実施 

・全事業所(休止事業所を除く）各２回実施（７月～２月の間）  

・ＢＣＰ訓練と防災訓練を一体的に実施 

５）カスタマーハラスメント防止対策の推進 

職員への迷惑行為（カスタマーハラスメント）から守るため、必要な
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相談体制の整備を計画しいたが、具体的な取り組みには至らなかった。

なお、利用者のサービスニーズが多様化してきていることから、利用者

の意思に沿わないサービスがハラスメントとして扱われるという事例が

見受けられ、課題として浮き彫りになった。 

（３）経営基盤の充実強化 

１）財源の確保 

・各事業所の利用者減により利用料収入（事業報酬等）が減少し、全

体の事業収入は大きく減少しました。 

２）業務管理体制 

・法令遵守責任者（常務理事）の下、各事業所の事業進捗管理を行っ

てきたが、職員の相次ぐ離職等により事業所休止や利用者の受け入

れ体制が整わなかったことは今後の課題としてとらえていく必要が

あります。 

３）法人内情報の共有 

・事業所ごとの事業所会議は逐次開催、また理事長以下、副理事長、

常務理事、事務局、各事業所等の管理者及び副管理者が参集する管理

者等会議を定期的に開催し情報共有に努めてきたが、充分に機能さ

れたとは言えなかった。 

 ３ 本年度実施事業 

令和７年度は、介護２事業所・障害福祉３事業所（１事業所を休止中）を

運営しております。 

〔介護保険事業〕 

①デイサービスセンターひだまり（定員 10 人） 

・指定地域密着型通所介護事業 

・第１号通所事業 

②グループホームひだまり（定員 18 人） 

・指定認知症対応型共同生活介護事業 

・指定介護予防認知症対応型共同生活介護事業 

〔障害福祉事業〕 

①手作り工房どーなつ（定員 40 人） 

・指定生活介護事業及び 

基準該当放課後等児童デイサービス事業（定員 20 人） 

・指定就労継続支援Ｂ型事業（定員 20 人） 

②生活介護センターあん（定員 20 人） 

・指定生活介護事業 

③メゾン木馬館（定員 34 人） 

・指定共同生活援助事業 

④稚内第一木馬館（定員 20 人） 

・指定就労継続支援Ｂ型事業 （令和７年１月 31 日付休止） 

（各事業の実績詳細は、別紙「令和７年度各事業等の状況」のとおり） 


